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平成３０年度　道路改良事業完成箇所の整備効果

事業名称

事業期間

本事業箇所は、市道北八朔南部第５６４号線における都市計画道路中山北山田線との接続箇所、及び市
道北八朔南部第２４３号線（狭あい道路拡幅整備の促進路線）との交差点です。５６４号線は山下小学校の
通学路ですが幅員が狭小で歩行スペースがなく、また、２４３号線が将来拡幅されても間口である５６４号線
の道路形状が悪いため車両の出入りが困難であり、車両・歩行者にとって危険な状態になっていました。

[効果]（道路状況改善・バス走行の改善・走行時間の短縮など）

５６４号線の車道拡幅及び中山北山田線への歩行者用階段の設置を行ったほか、中山北山田線との接続
箇所を移動・拡幅する線形改良を行いました。

平成２９年度～平成３０年度

計画幅員：車道５～６m、現況幅員：車道４m

事業費

市道北八朔南部第５６４号線（青砥町地内）道路改良事業

４１，５５６千円

[地元町内会等の意見等]

平成３１年１月３１日完成

・車道拡幅及び歩行者用階段の設置によって、歩行者が交差点を経由せず中山北山田線の歩道に出られ
るようになり、通学中の児童の安全性が高まりました。
・線形改良によって、狭あい道路から出る見通しの悪い丁字路や中山北山田線に接続する鋭角部がなくな
り、車両の交通が安全かつ円滑になりました。

事業内容
交差点整備　　整備延長L=５０m

事業効果

事業箇所 緑区青砥町１０４０番地先から１０５８番１号地先まで

「道路が広くなり、見通しが良くなったので、危険度が少なくなった。」、「大通りの出入りの際に大回りする必
要がなくなり、使い勝手が良くなった。」との声を頂いております。


